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1. はじめに 4. アンケート調査② 
近年スマートフォン（以下，SP）の急激な普及に伴い，

歩行時に SP 操作を伴う「ながら歩行」による事故が多数発
生している[1]．我々は，このながら歩行の検出について検
討を行ってきたが[2]，ながら歩行者に対する警告手法と
その効果については未検討であった．本検討では，警告
手法に関してアンケート調査を行うことで，ながら歩行を抑
止し，かつ，不快感の少ない警告手法の検討を行った． 

2. 警告手法決定までの流れ 

(1) ながら歩行を抑止し，不快感の少ない警告手法を目

指すためのアンケート内容と評価基準について検討する． 
(2) アンケート調査①として，抑止力と不快感の各項目に

対して有効な結果が得られる警告手法を提案し，アンケー

ト評価実験を行う．  
(3) （2）の結果に基づき，評価が良い手法を組み合わせ

た警告手法を提案し，アンケート調査②として抑止力と不

快感についての評価実験を行う． 
(4) （3）の結果から警告手法を決定する． 
3. アンケート調査① 

アンケート内容は，以下の 2 項目とした． 
 今後，ながら歩行自体を止めようと思いますか 
 不快に感じましたか 

警告手法として，「画面による警告」「音」「振動」の内，

抑止力が高いと予想される手法と不快感が少ないと予想さ

れる手法について検討した．その結果，調査する警告手

法としては，「振動 5 秒」「振動 15 秒」「警告音」「トースト」

「警告画面」の合計 5 つとした．回答方法は 5 段階のリッカ

ート尺度とし，ながら歩行をした経験ある 20 代から 30 代ま

での男女 24 名の被験者を対象にアンケート調査①を行っ

た．評価基準としては，被験者全体の平均値が抑止力に

関しては 4 以上，不快感に関しては 3 以下を満たした手法

を有効な警告手法とした．図 1 のアンケート結果より，抑止

力に関しては「警告音」「警告画面」，不快感に関しては

「振動 5 秒」「振動 15 秒」「トースト」が有効な手法である結

果を得た 
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アンケート調査①の結果より，抑止力と不快感のそれぞ

れから有効な手法を組み合わせる．組み合わせ方法とし

ては，初期の警告でながら歩行を止める人に対しては，最

小限の不快感に留めることを目的として，1 回目と 2 回目

のながら歩行検出時に不快感の少ない警告を行い，3 回

目に抑止力の高い警告を行うこととした．以上の観点より，

アンケート調査②で行う警告手法としては，1 回目と 2 回目

ではトーストと振動を合わせた警告を行い，3 回目は音もし

くは警告画面の合計 2 手法に関して実験およびアンケート

調査を行った．実験条件と評価基準はアンケート調査①と

同様とした．図 2 にアンケート調査②の結果を示す．全体

の平均値が抑止力に関しては，警告音で 4.13，警告画面

では 3.96 となり，不快感に関しては，警告音で 3.63，警告

画面では 2.63 となった．評価基準より，不快感については

警告画面が 3 以下となり，抑止力についても警告画面は 4
に近い数値となった．よって，1 回目と 2 回目にトーストと振

動の警告を行い，3 回目に警告画面を提示する警告手法

が本検討の目指す警告手法に最も近い手法であることが

検証された． 
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図 1 アンケート調査①の結果 

図 2 アンケート調査②の結果 

5. まとめ 

本検討では，ながら歩行を抑止するための警告手法と

してながら歩行を最大限抑止し，不快感の少ない警告手

法について検討・提案し，実験およびアンケート調査によ

って，有効な警告手法を確認した．その結果，1 回目と 2
回目ではトーストと振動の警告を行い 3 回目に警告画面を

提示する手法が本検討の目指す警告手法に最も近く有効

な手法であることが検証された． 
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